
学校づくりの理念とめざす生徒の姿

☆生徒のよさを引き出し、可能性を広げる教育
☆地域と共に歩む開かれた学校～しおだっ子応援団～

今年度の重点目標 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策・向上策

①自分の考えを、状況に応じて書いたり話したり表現する力を付ける。 ○

②目標達成のために、最後まで粘り強く取り組む態度を育む。 ○

③挨拶や清掃に進んで取り組み、他の人と協力して物事に取り組める。 ○

領域
対
象

評　価　項　目 評　価　の　観　点 成果と課題 Ａ B Ｃ Ｄ 改善策・向上策

課題が明確で生徒が活躍する授業 学習問題が明示され、生徒の活動の場が工夫されているか ○

個に応じた学習 個々の生徒への配慮と支援が適切に行われているか ○

教師の研修 教師の授業準備や授業展開は適切か ○

家庭学習の充実 生徒の計画に基づき授業とリンクした家庭学習ができているか ○

適切な生徒理解 生徒の話をじっくり聞いて理解しようとしているか ○

生徒に寄り添った支援 状況をふまえた適切な支援が行われているか ○

心の内面に入り込んだ指導 個々の良さを認めながら生徒一人一人との対話が行われているか ○

状況に応じた生徒の心に落ちる指導 チーム体制で、一貫性のある指導が行われているか ○

自信をもち、友や地域とつながる挨拶 挨拶の指導目標と手だてを明確にして取り組んでいるか ○

自らを磨く無言清掃と美しい校舎 黙想で始まり時間いっぱい無言で清掃が行われているか ○

けじめのある時間厳守 チャイムで始まりチャイムで終わる授業・活動になっているか ○

心を響かせる歌声 生徒が主体的に合唱活動に取り組める計画・支援が行われているか ○

美しさを感じる心を育てる花壇造り 環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと連携して花壇運営が計画的にされているか ○

心身を鍛え技を磨く部活動 目的意識を持ち、生徒が主体的に取り組む部活運営が行われているか ○

積極的な授業公開と学習支援ボランティアの活用 開かれた授業、地域ボランティアの活用がされているか ○

開かれた学校づくり 学校だよりや学年だより、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等で学校からの情報が発信できているか ○

令和元年度　上田市立塩田中学校　学校評価　

学校目標 総　　　合　　　評　　　価

　　　　１　充実した学習を積み上げる

　　　　２　たくましい心身を育てる

　　　　３　正しい道義心を伸ばす

　　　　４　豊かな心情を培う

　　　　～考える・鍛える・慈しむ～

・学校理念「地域と共に開かれた学校」の具現のため、地域の方々に支えていただきながら日々の教育活動に努めている。
・総合的な学習の時間での取り組み「１年生：塩田めぐり」「２年生：職場体験学習」「３年生：地域貢献事業（駅舎清掃）」において、地域の方々、
保護者様のご協力をいただき学習を重ねてきたことで、塩田の歴史や産業について知識を深め、地域の方々への感謝の気持ち・ふるさとを大
切にする思いを高めながら、自己実現に向かって学校生活に取り組む生徒の成長が見られる。
・学校生活の中で、学習や日常生活、友達、教師との関係に不安を感じている生徒がある。生活アンケートや、毎月実施するいじめ調査等、各
種アンケートを基にしながら教育面談の機会をもち、いじめ・不登校対策委員会を中心にして全職員できめ細やかな支援を行っていく。また、職
員の体罰・セクハラ防止研修を行い、生徒が安心して生活出来る環境づくりに努めていく。
・しおだっこ応援団（信州型コミュニティースクール）との連携を図り、生徒とのかかわりを重視しながら教育活動の拡充に努めていく。・

○「自ら進んで問題解決に取り組む生徒の育成」を研究
テーマに掲げ、生徒が主体的に取り組める授業の工夫
に取り組んだ。全校集会で生徒の意見を基に進める取
り組みを行い、自分の思いや考えを伝えられる生徒が
増えてきている。
△積極的なあいさつ、自問して取り組む清掃活動につ
いて成果がみられる。＜場に応じたあいさつを自信を
もって行う姿＞をさらに伸ばしたい。教職員も率先して
行いたい。

・各調査結果を基に基礎学力の定着を図りながら、生徒が
見通しをもって取り組める授業改善に取り組む。生徒の「難
しい」「どうすればよいのか」という思いに寄り添い、板書や
説明等、個に応じた支援の充実に努めていく。
・あいさつ、清掃等、教職員自ら積極的な姿勢を示すととも
に、生徒会が中心となって塩田中学校のよさとして継続し
ていけるよう、支援していく。

○授業の中で、生徒が学習問題を解決する見通しをも
つ場面と学習の振り返りを行う活動を位置づけたこと
で、自分なりの考えをもって追究を深めていく姿が育っ
てきている。学習内容の定着につながっている。
△生徒の実態に応じて、個々への支援を充実させてい
く必要がある。また、自分で家庭学習の内容を立案して
計画的に進める指導が課題。

・授業のねらいを明確にし、授業の終末でねらいの達成状
況を自己評価・教員評価する。授業の中で、ねらいに向か
うための個別支援の充実を図る。
・家庭学習は、日課に設定した「銀杏タイム」で一日の授業
を振り返り、自主ノート等を活用させ、計画的に取り組ませ
る。全校、揃って確実に行う。

生
徒
指
導

○生活アンケートに加え、いじめ調査を毎月行った。個
別面等から生徒一人ひとりの思いを受け止め、関係職
員でチームを組んで支援を行うよう努めた（継続）。
△生徒指導において、担任や学年が家庭と迅速に連絡
を取り合い、対応する。生徒指導・支援は複数の教職員
がチームとなって早期対応に努める。多様化する生徒
を取り巻く問題について、安全教育・指導を強化する。

・いじめ対策委員会、生徒指導委員会を定期的に開き、生
徒支援・指導の充実を図る。対応や経過の報告について、
保護者との連絡を密に行う（継続）。
・生活アンケート、教育懇談日の生徒との面談等を基に生
徒の思いを聞いて支援を行う。全職員が日常的に支援を
行う（継続）。
・非違行為防止研修を全職員対象で行い、生徒の人権・人
格を守り、安心して相談できる体制づくりに努める。

生
活
指
導

○地域の方々、友、職員と自然な雰囲気で挨拶を交わ
す姿が定着してきている。今後も、塩田中生のよさとし
て受け継いでいけるよう指導する。
△「場に応じたあいさつ」のできる姿を伸ばしていきた
い。職員も率先して取り組み、指導の充実を図る。

・生徒集会、学年集会等で、生徒が主体となって塩田中の
挨拶、清掃への取り組みについて考え合う機会をもってい
く。生徒同士、保護者の皆様からも評価がしやすくなるよ
う、生徒会が中心となって「取り組み目標」を明示し、充実し
た活動となるよう支援していく。教職員も率先して取り組ん
でいく。

教
育
課
程

○文化委員会や音楽係の生徒を中心に、学級・学年・
全校合唱を高められた。
○しおだっ子応援団の支援で、環境整備、花育活動が
充実。ＦＢＣでは優良賞を受賞した。
○部活動に参加する生徒において、達成感や充実感を
感じながら取り組む姿が育っている。
△しおだっ子応援団との活動に生徒が主体的に関われ
るよう支援する。
△部活動において、生徒一人ひとりを尊重した指導・支
援に努める。

・緑化委員会が中心となり、学年花壇や学校花壇の整備、
花植えの計画を立て、しおだっ子応援団の協力を得ながら
花育活動に取り組んでいく。しおだっ子応援団コーディネー
ターと情報交換を行いながら、生徒の活動を支援する。
・校内で非違行為防止研修に取り組み、健全な指導に努め
る。部活動の運営については、県・市の指針に従って計画
し、４月ＰＴＡ総会、５月部活動参観、年２回行う部活動懇談
会で公表・説明を行って保護者様への理解を深める。さら
に、家庭通知も含めて活動の周知を徹底する。

学校
運営

地域
との
連携

○参観日、小中連絡会、小学校との職員研修、学校評
議員会等を通じて授業公開を行い、参観していただい
た。
○教職員と学習ボランティアの情報交換を密に行い、連
携して個別支援が行われている。

○学校だより、ＨＰを通じて学校行事やしおだっ子応援団に
よるボランティア活動等、生徒の学びの姿を紹介した。生徒
との関わりも含め、積極的に情報の発信に取り組んでいく。

学
校
教
育

学
習
指
導

＜めざす人間像＞ 
ふるさとに愛着と誇りをもち、知・徳・体が調和し、社会的
に自立した人間 


